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講演では化石研究会に入会してから5０年間に渡って
かかわってきた古生物学に関して，どのようにして研
究テーマを考えてきたか，また，その研究方法と研究
成果について紹介し，その成果をどのように還元して
きたかを振り返ってみた．
陸生哺乳類化石の研究は，その系統解析や機能形態

の研究とともに，大陸地域の陸成層を研究する上で，
地質年代決定や古環境復元に重要であるが，従来，日
本の地質学や古生物学では，海成層の研究が中心で
あったことから軽視されてきた．
地層の年代決定には放射年代や古地磁気層序，海生

微化石による生層序以上に，陸成層では陸上哺乳類に
よる出現年代や動物相による年代決定が重要であり，
古環境の復元についても，花粉分析や同位体解析によ
る古植生の復元と同様に，哺乳類臼歯の形態解析によ
る古食性復元や動物相の復元が有効である．これらの
方法は，放射年代を測定できる火山灰や火山岩のない
地層，花粉化石などが保存されていない地層が多く見
られるユーラシア南部やサハラ以南のアフリカの後期
新生代のフィールドでは非常に有効であった．
特に，196０年代から始まり，198０年以降，本格的に

始まったサハラ以南のアフリカの古人類発掘調査で，
古人類とともに陸生哺乳類化石の研究が進んだ．その
成果は，Maglio�&�Cooke�（1978）“Evolution�of�African�
Mammals”に引用されている日本人の論文は192０年
代の当時，アメリカ自然史博物館の松本彦七郎による
エジプト・ファユームの哺乳類化石研究と現生の鯨
類研究，のべ12編にすぎなかったが，Werdelin�&�
Sanders�（2０1０）�“Cenozoic�Mammals�of�Africa” で
は，のべ119編の日本人による論文が引用されるまで

になった．
ケニア北部のサンブルヒルズ地域からは後期中新世
のナムルングレ層と中期中新世のナチョラ層から類人
猿化石が京都大学の石田英實の発掘調査隊によって発
見され，人類と類人猿の分岐した時代の解明に重要な
化石産地となった．その後，京都大学の中務真人の発
掘調査隊により，やや南に位置するナカリ地域のナカ
リ層からもナムルングレ層とほぼ同時代の類人猿化石
が発見された．
この二つの地域の哺乳類動物相は非常によく似てい
たが，霊長類と齧歯類に関してはその産出数や種数に
大きな違いがあり，古環境の違いが考えられた．しか
し花粉化石がほとんど見つからず，古植生などの古環
境が復元できなかった．そこで，ヘルシンキ大学の
Mikael�Fortelius らによって提唱された有蹄類臼歯の
メゾウエア解析を行い，ウマ科 Hipparionの古食性は
ナカリ層では混合食性，ナムルングレ層では草食性で
あることが分かった．このことからその古植生はナカ
リ層ではウッドランドを，ナムルングレ層ではオープ
ンランドを示し，大きな違いがあることが推定でき
た．この違いは，時代の差（乾燥化の進行）によるも
のか，古地形（乾燥した低地か，湿潤な高地か）の違
いによるものかは今後の課題である．
その他にも，東京大学の諏訪　元の発掘調査隊によ
る前期更新世コンソ層に関して放射年代や古地磁気層
序による精密な時代尺度に基づいた古環境変遷を哺乳
類動物相の分類群毎の個体数推定から復元したこと，
中国西南部雲南省元謀での古人類化石産地の年代決定
を哺乳類化石の出現年代と古地磁気層序を組み合わせ
て行ったことや，タイの後期新生代年代層序が長鼻類
化石研究により大幅に更新されたことを紹介した．
最後に，これらの発掘調査や世界各地の博物館での
標本調査などで多くの時間をともに過ごした故三枝春
生氏の冥福をお祈りして筆を置く．
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